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 間質性膀胱炎/膀胱痛症候群 (interstitial cystitis/bladder pain syndrome: IC/BPS)は「膀胱充満に関連する
恥骨上部の疼痛があり、昼間頻尿・夜間頻尿などの症状を伴う症候群で、感染やほかの明らかな病的状態がみ












TRPV1(transient receptor potential vanilloid 1)やTRPA1(transient receptor potential ankyrin 1)を介した















膜症モデル(ENDO 群)、右双角子宮切除のみ行った sham モデル(sham 群)を作成した。モデル作成 4 週目に
子宮内膜症モデルに対して GnRHアンタゴニストを投与し子宮内膜症治療介入群（ENDO+G群）とした。 
２）覚醒拘束下膀胱内圧測定（以下膀胱内圧測定）：あらかじめ膀胱頂部に留置した膀胱瘻カテーテルから生
理食塩水持続注入した後、膀胱刺激薬剤として TRPV1アゴニストであるRTx (resiniferatoxin)ないし TRPA1
アゴニストである AITC (allyl isothiocyanate)を持続注入し各々の排尿間隔を測定した。薬剤投与前後の排尿
間隔短縮率で膀胱知覚過敏性を評価した。 





認めなかったが、AITC 注入により sham 群、ENDO+G 群と比較して ENDO 群で有意に排尿間隔が短縮し
た。 
２）real-time qPCR：膀胱粘膜ならびに L5 DRGにおいて sham群と比較して ENDO群で TRPA1 mRNA
が有意に高発現していた。またこの結果を受けて、ENDO+G 群を加えた 3 群で膀胱粘膜における TRPA1 
mRNAの発現の比較検討を追加したところ ENDO＋G群では ENDO群と比較して TRPA1 mRNAの発現が








ENDO+G 群では ENDO 群と比較して、膀胱粘膜の TRPA1 mRNA の過剰発現が抑制され、AITC に対する
膀胱知覚過敏が緩和していた。このことから子宮内膜症と IC/BPSを併発している患者に対して、子宮内膜症
治療や TRPA1をターゲットとした治療により IC/BPSの症状が改善される可能性が本研究で示唆された。 
